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● 第1回 ｢神経活動の光学的計測｣ 1993.5.14(21名)
講師は福井大学工学部の村瀬一之氏｡脊髄内の神経活動の光学的計測の話.神経繊維を走る
電気信号を電位感受性色素で染め出して記録した映像はきれいであった｡






























































大学では ｢複雑系の科学｣研究会と同時期に ｢異文化問題研究会｣という人文 ･社会科学者が
集まって､異文化を理解するという試みも始まっていて､異文化問題研究会のメンバーの何人
かは ｢複雑系の科学｣研究会にも参加しているので､この分野でも学際的な研究と専門的な研
究のクロス トー クがおこなわれているといってよいだろう｡
現在の情報の流れは､学際的な研究会から専門的な研究会の一方通行であるが､今後は､学
際的研究会と専門的研究会のクロス トー クをさらに進めるために､専門的研究会の結果を学際
的研究会でも発表して､そこでの議論の結果を専門的研究会に生かす､という方向で進めてい
くのがいいのではないかと考えている｡
複雑系の基本原理を解明するという目的地からはまだまだ遠く離れているが､学際の横への
広がりと､専門の縦への探求が幾つもかさなりあったところに新しい地平が開かれるのではな
いかと期待している｡
*この研究会は財田法人福井県大学等学術振興基金第17号の助成を受けて行っています.
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